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２
千
272
人

の
農
家
の

方
々
の
手

で
、
水
稲

328

ト

ン

（
11
行
政

区
中
第
５

位

）、

野

菜
３
千
406
ト
ン
（
同
第
５
位
・

グ
ラ
フ
①
参
照
）
な
ど
、
い
ろ

ん
な
農
作
物
が
作
ら
れ
て
い
る

ん
だ
っ
て
。

優
良
な
野
菜
の
生
産
地
と
し

て
知
ら
れ
る
南
区
で
は
、
京
野
菜

の
九
条
ね
ぎ
を
は
じ
め
、
春
は

キ
ャ
ベ
ツ
、
冬
は
ほ
う
れ
ん
そ

う
、
み
ず
菜
、
金
時
に
ん
じ
ん
な

ど
、
数
多
く
の
野
菜
が
栽
培
さ
れ

て
い
る
ん
だ
。

中
で
も
、
ね
ぎ
は
882
ト
ン
、

キ
ャ
ベ
ツ
は
１
千
366
ト
ン
も
の
収

穫
が
あ
っ
て
、
11
行
政
区
の
中
で

伏
見
区
に
次
い
で
２
番
目
に
多
い

ん
だ
よ
（
グ
ラ
フ
②
参
照
）。

農
作
物
は
旬
の
季
節
に
そ
の

土
地
で
取
れ
た
新
鮮
な
も
の
を

食
べ
る
の
が
味
・
栄
養
と
も
に

１
番
！
み
ん
な
も
地
元
産
の
お

米
や
野
菜
な
ど
を
た
く
さ
ん
食

べ
よ
う
ね
。

南区では第一工業製薬株式会社（南

区吉祥院）の協力を得て、「私たちの
生活に身近な化学」をテーマに小学
３年生以上を対象とした見学会を開

催します。

これは区内の企業と区民との交流

促進を図る取組で、「南区基本計画」

（第２期）の重点プロジェクト事業の

一つに位置付けています。

　当日は私たちの生活に欠かせない

ゴム、プラスチック、洗剤、繊維の製造などで活用されている界面活性剤（水

と油を混ぜ合わせる薬剤）に関する講座やハンドソープ作りの体験、同社の

歴史・製品を紹介する展示ルームを見学するなど、創業

100年を越える第一工業製薬の科学技術をわかりやすく学べ

ます。多くの皆さんのご応募をお待ちしています。

問
＝
健
康
づ
く
り
推
進
課（
☎
681・３
５
７
３
）

６
月
24
日（
月
）　

13
時
30
分
〜
15
時

○
祥
栄
小
学
校

集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

夏
の
文
化
財
防
火
運
動

７
月
12
日
〜
18
日

み
ん
な
で
文
化
財
を
火
災
か
ら
ま
も
ろ
う

市
で
は
数
多
く
あ
る
貴
重
な

文
化
財
を
火
災
や
震
災
な
ど
か
ら

守
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
文
化
財

に
対
す
る
防
火
・
防
災
意
識
を
高

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
夏
の
文
化

財
防
火
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

南
区
で
も
文
化
財
関
係
者
と

南
部
み
ど
り
管
理
事
務
所
で

は
、
南
区
を
は
じ
め
市
内
６
行
政

区
に
あ
る
公
園
の
遊
具
や
樹
木
の

維
持
管
理
と
利
用
指
導
を
行
っ
て

市では、ひとり親家庭の児童とその親等が医療機

関等の受診時に窓口で支払う医療費（健康保険の自己

負担額）への支給を実施。平成25年８月から父子家

庭も対象になります（新たに対象となる方は申請が

必要です）。

南エコまちステーションでは、ごみの減量や区民の皆さんの環境意識の向上

を図るため、様々な取組を実施しています。環境を守っていくためには、皆さ

ん一人ひとりの積極的な活動が不可欠です。市の取組をご活用いただき、力を

合わせて環境にやさしい南区のまちづくりを進めていきましょう。

内容　「京都市認定エコイベント」に登録されたイベントに対する
　①のぼりやロゴの使用によるエコな取組のPR支援
　② イベントごみ削減の特効薬となる「リユース食器」（繰り返し

使える食器）の導入費用への助成

②の助成内容
対象　自治会・町内会、NPO、学校などの団体が、市内で開催する
リユース食器での100食以上の飲食品を提供するイベント

内容　リユース食器、食器洗浄機のレンタル費用、コーディネーター
人件費などの費用の２分の１（上限10万円）

申込　イベント開催日の２週間前まで

内容　市のごみ処理、再資
源化施設等のうち、参加

団体の希望を伺って選定

した施設の見学（自由に

組合せ可。要事前相談）

対象　サークルや地域の団体、町内会など
環境に関心のある団体（営利法人を除く）

定員　１組30名（要相談）　参加費　無料
期間　26年３月31日まで

問・ ＝いずれも南エコまちステーション（☎366-0188）

対　象　市内在住の健康保険加入者で、次のいずれ
かに該当する方（所得制限有）

１　生計を一にする父又は母のない18歳到達後

最初の３月31日までにある児童

２　１の児童と生計を一にする父又は母

３　両親のない児童と、その児童を扶養する

20歳未満の方や配偶者のない祖父又は祖母など

申　込　７月１日（月）から窓口で（８月２日（金）以
降に申請があった場合は申請日から支給対象にな

ります）

※母子家庭等医療費支給制度の受給者の方は、

６月中旬に送付するご案内をご覧

ください

持ち物　戸籍謄本、健康保険証、
印鑑（父又は母のない児童である

ことを証明する書類が必要な場合が

あります）

地
域
の
皆
さ
ん
、
消
防
機
関
な
ど

が
協
力
し
、
防
火
・
消
火
・
文
化

財
の
搬
出
等
に
取
り
組
む
「
文
化

財
レ
ス
キ
ュ
ー
体
制
」
の
充
実
を

目
指
し
て
、
区
内
各
地
で
街
頭
啓

発
や
自
衛
消
防
隊
に
よ
る
訓
練
を

行
い
ま
す
。

貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
引

き
継
い
で
い
く
た
め
、
日
ご
ろ
か

ら
近
隣
の
社
寺
と
の
情
報
交
換
や

住
民
同
士
の
声
掛
け
を
す
る
な

ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
文
化
財
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
公
園
を
利
用
で
き
る
よ

う
、
遊
具
の
安
全
点
検
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

公
園
が
地
域
の
皆
さ
ん
の
憩
い

の
場
で
あ
る
た
め
に
、
犬
猫
の
糞

ぼうさいぼうさい
コーナーコーナー

問
＝
南
消
防
署（

☎
681
・
０
７
１
１
）

の
後
始
末
や
ご
み
の
持
ち
帰
り
な

ど
、
一
人
ひ
と
り
が
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
＝
南
部
み
ど
り
管
理
事
務
所

（
☎
643
・
５
４
０
５
）

南部みどり
管理事務所
です

４
月
26
日
、
「
南
区
ま
ち
づ
く

り
推
進
会
議
」
を
区
役
所
ホ
ー
ル

で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
南
区
基
本
計
画
」（
第

２
期
）
の
推
進
を
図
る
た
め
の
区

①「地域コミュニティ活性化プロジェクト」
・地域交流の促進
南区民ふれあいまつり、文化事業の開催など

・安心して健やかに暮らせるまちづくりの推進
子育て支援の取組の推進、地域で高齢者を見

守り支える仕組みづくりの推進、地域の防災力

強化に向けた取組　等

②「美しい南区創出プロジェクト」
一斉清掃など美化活動の推進、地球環境に配

慮したエコライフ活動の推進　等

③「南区活力創造プロジェクト」
区内企業の“知の財産”を楽しく紹介する講座

の開催、農業など地場産業の活性化　等

④「みなみ力で頑張る！区民応援事業」
区民や各種団体等による南区基本計画（第２期）

を推進するまちづくり活動に対する資金補助

■主な取組

環境にやさしい取組を応援！
ごみ減量の取組への助成制度
登録団体等を募集！

皆さんと力を合わせて環境にやさしい活動を推進！
市の環境に係る取組をご活用ください！

この施設って何しているの？
環境施設見学会エコバスツアー
参加団体を募集！

ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
を
開
催

民
ま
ち
づ
く
り
会
議
で
、
当
日
は

各
学
区
の
自
治
連
合
会
会
長
や
各

種
団
体
の
代
表
者
が
委
員
と
し
て

出
席
。
行
政
関
係
者
等
と
合
わ

せ
、
お
よ
そ
60
名
が
一
堂
に
会
し

ま
し
た
。

会
議
で
は
「
南
区
基
本
計
画
」

に
掲
げ
る
「
南
区
の
10
年
後
の
未

来
像
」
の
実
現
に
向
け
、
今
年
度

に
取
り
組
む
事
業
計
画（
案
）
な
ど

を
審
議
。
南
区
な
ら
で
は
の
地
域

力
（
み
な
み
力
）
を
原
動
力
に
、
着

実
に
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

地
域
力（
み
な
み
力
）で
南
区
の
未
来
像
の
実
現
を

「
南
区
民
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
で

表
彰
の
予
定
で
す
。

日
時　

７
月
27
日（
土
）　

午
前
９
時
半
〜
午
後
０
時
半

※
雨
天
時
は
28
日（
日
）
に
順
延

定
員　

区
内
の
小
学
生
と
保
護
者

150
組
程
度（
先
着
順
）

申
込　

７
月
19
日（
金
）
ま
で
に

電
話
又
は
直
接
窓
口
で

問
・

＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

「
親
と
子
の
写
生
会
と
東
寺
拝
観
」参
加
者
募
集
！

南
区
が
誇
る
世
界
文
化
遺
産

の
東
寺
で
、
今
年
も
恒
例
の
「
親

と
子
の
写
生
会
と
東
寺
拝
観
」
を

行
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
写
生
を
通

し
て
、
保
護
者
の
方
に
は
文
化

財
の
拝
観
を
通
し
て
、
東
寺
の

魅
力
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
ま
す
。

作
品
は
後
日
、
区
役
所
１
階
ロ

ビ
ー
に
展
示
。
ま
た
、
優
秀
作
品

は
11
月
に
東
寺
境
内
で
開
催
す
る

南
部
土
木
事
務
所
で
は
道
路

の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
危
険

箇
所
を
早
期
に
発
見
し
、
補
修

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
局

地
的
な
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
災

害
時
に
も
出
動
し
、
道
路
の
安

全
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

道
路
の
陥
没
、
市
街
灯
の
球
切

れ
の
際
は
、
南
部
土
木
事
務
所
に

ご
連
絡
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
し
く
作
成
し
た
「
京

（
み
や
こ
）
の
み
ち
110
番
」
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
土
木
事
務
所
、

区
役
所
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
南
部
土
木
事
務
所

（
☎
691
・
３
１
５
８
）

高
温
多
湿
に
な
る
こ
れ
か
ら

の
季
節
は
、
食
中
毒
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
食
中
毒
を
予
防

す
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

買
い
物

○ 

消
費
期
限
等
を
確
認
し
、
生
鮮
食

品
は
新
鮮
な
も
の
を
購
入
す
る
。

○ 

冷
蔵
・
冷
凍
等
が
必
要
な
食
品

は
最
後
に
購
入
し
、
す
ぐ
に
持

ち
帰
る
。

食
品
の
保
存

○ 

冷
蔵
・
冷
凍
が
必
要
な
食
品
は

ね
ぎ
や
キ
ャ
ベ
ツ
の
収
穫
量
が

京
都
市
の
行
政
区
で
第
２
位
！

そ
の
④
【
優
良
な
農
作
物
の
生
産

地
・
南
区
】

南
区
は
豊
か
な
水
と
土
壌
に
恵

ま
れ
、
古
く
か
ら
都
市
近
郊
農
業

が
発
達
し
て
い
る
地
域
な
ん
だ
。

「
平
成
23
年
度
京
都
市
農
林
統

計
資
料
」
に
よ
る
と
、
区
内
で
は

す
ぐ
に
冷
蔵
庫
等
で
保
存
し
、

詰
め
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
。

調
理
時

○ 

調
理
の
前
後
は
、
石
け
ん
を

使
っ
て
丁
寧
に
手
洗
い
を
す
る
。

○ 

生
の
肉
や
魚
を
切
っ
た
後
の
包

丁
・
ま
な
板
は
熱
湯
で
消
毒
す
る
。

○ 

加
熱
調
理
は
「
75
度
以
上
で
１

分
以
上
」
を
目
安
に
、
中
心
部

ま
で
む
ら
な
く
火
を
通
す
。

残
っ
た
料
理
・
材
料

○ 

調
理
後
の
料
理
や
材
料
は
常
温

で
長
時
間
放
置
し
な
い
。

○ 

温
め
直
す
と
き
は
十
分
に
加
熱

す
る
。

○ 

時
間
が
た
っ
た
も
の
は
思
い

切
っ
て
捨
て
る
。

問
＝
衛
生
課

（
☎
681
・
３
５
７
８
）

す
こ
や
か
だ
よ
り

家
庭
で
の

食
中
毒
に
ご
用
心
！

こ
ん
な
時
は
南
部
土
木
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
を

今
月
の
ぶ
ら
り
散
策
は
休
載
し

ま
す
。
前
回
（
５
／
15
号
）
の

答
え
＝
力
石
に
刻
ま
れ
た
文
字

は
「
１　

大
や
ぶ
」。

〜
第
一
工
業
製
薬
で
開
催
〜

参
加
者
募
集
！

日時　７月30日（火） 午後１時30分～３時30分
場所　第一工業製薬株式会社京都事業所（南区

吉祥院大河原町）市バス（33号、84号系統）

「葛野大路八条」から南西へ徒歩５分、又
はJR「西大路駅」から北西へ徒歩25分

内容 　「私たちの生活に身近な化学」をテーマ
にした講座やハンドソープ作りの体験、

展示ルームの見学など

対象　 区内在住又は通勤・通学の小学３年生以上（小中学生は要保護者同伴）
定員　30名（多数抽選、当選者には後日案内状を送付）
費用　無料（現地までの交通費は各自負担）
申込 　６月17日（月）から28日（金）までに、「京都いつでもコール」に

電話又はFAX・メールで（☎661-3755。FAX番号などは１面右下に記
載）。申込の際は参加者全員の氏名・住所・電話番号をご連絡くだ
さい（番号のかけ間違いにご注意ください）。

問＝地域力推進室（☎681-3417）

7/30（火）
開 催

第５回 南区企業の“知”活用促進事業
「私たちの生活に身近な化学」をテーマにした見学会

問・ ＝福祉介護課（☎681-3169）

８月から父子家庭も医療費の支給対象に
ひとり親家庭等医療費支給制度

※
時
間
外
・
休
日
は
「
夜
間
・
休

日
緊
急
受
付
セ
ン
タ
ー
」
に
電
話

が
つ
な
が
り
ま
す

京都市の
野菜収穫量
37,483トン

伏見区
12,148トン
（32.4％）

北区
6,378トン
（17.0％）

西京区
6,273トン
（16.7％）

右京区
3,983トン
（10.6％）

南区
3,406トン
（9.1％）

その他の区
5,295トン
（14.2％） 伏見区

12,148トン
（32.4％）

北区
6,378トン
（17.0％）

西京区
6,273トン
（16.7％）

右京区
3,983トン
（10.6％）

南区
3,406トン
（9.1％）

その他の区
5,295トン
（14.2％）

ねぎ
3,994トン

キャベツ
6,002トン

0 2,000 4,000 6,000

その他の区
1,375トン
（34.4％）

南区
882トン
（22.1％）

伏見区
1,737トン
（43.5％）

その他の区
1,295トン
（21.5％）

南区
1,366トン
（22.8％）

伏見区
3,341トン
（55.7％）

その他の区
1,375トン
（34.4％）

南区
882トン
（22.1％）

伏見区
1,737トン
（43.5％）

その他の区
1,295トン
（21.5％）

南区
1,366トン
（22.8％）

伏見区
3,341トン
（55.7％）

①野菜収穫量の行政区別構成比（平成23年）

②ねぎ・キャベツの収穫量の行政区別構成比（平成23年）
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PR用ののぼりリユース食器

京都市認定エコ
イベントのロゴ

種　類 コミュニティ
回収

てんぷら油
回収

落ち葉等
堆肥化活動

対　象
古紙・古着・缶・
びん等を回収す
る団体

てんぷら油を定
期的に回収する
団体・個人

堆肥化を行う概
ね10世帯以上
の市民団体

助　成
チラシ作成や活動費用の一部

上限11,500円 上限16,000円 上限50,000円

申　込 26年３月31日まで ２月28日まで

第一工業製薬株式会社　京都事業所

展示ルーム

夏休みの
自由研究にも
オススメ !

工業薬剤のトップ企業として

次代を先取りする総合化学企業‼ この事業には
家庭ごみの有料
指定袋収入が
使われています

めざせ！エコイベント　「京都市認定エコイベント」登録と
「リユース食器」助成金を活用して エコ化を推進！


